
（1） 2025 年 12月1日（第 89 号）サービス連合

第89号 2025年12月1日

サービス・ツーリズム産業労働組合連合会
〒104-0042 東京都中央区入船3-1-13 入船ニッコンビル6階
TEL 03-5919-3261　　発行人 石川聡一郎

毎月1日発行

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
第
25
回
定

期
大
会
に
て
確
認
さ
れ
た
方
針

に
も
と
づ
き
、
11
月
12
日
に

春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
の
機

運
を
高
め
る
た
め
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
の
全
７
ブ
ロ
ッ
ク
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
繋
い
で
一
斉
開
催
し
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
産
業
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
情
勢
を
共
有
し
た

う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し

て
加
盟
組
合
の
実
態
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争
の
基
本
認
識
の
考
え

方
や
今
後
の
取
り
組
み
に
関
す

る
重
点
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
、

情
報
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
参
加
者
へ
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
随
時
全
体
で
共
有

し
な
が
ら
進
行
す
る
な
ど
、
双

方
向
性
の
あ
る
参
加
型
の
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

組
織
拡
大
に
む
け
、加
盟
組
合
で
学
習
会
を
開
催
！

組
織
拡
大
に
む
け
、加
盟
組
合
で
学
習
会
を
開
催
！
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10
月
30
日
、
ヒ
ル
ト
ン 

ホ
テ

ル
ズ 

ジ
ャ
パ
ン 

ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ

ニ
オ
ン（
ヒ
ル
ト
ン
ユ
ニ
オ
ン
）

の
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
宇

髙
会
長
代
理（
組
織
支
援
局
長
）

が
講
師
と
な
り
「
ヒ
ル
ト
ン
ユ

ニ
オ
ン
の
組
織
拡
大
に
む
け
て
」

と
題
し
て
、
学
習
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス

連
合
の
運
動
方
針
で
掲
げ
た
加

盟
組
合
支
援
と
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
と
し
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
ヒ
ル
ト
ン
ユ

ニ
オ
ン
の
組
織
人
員
の
推
移
を

共
有
し
た
う
え
で
、
企
業
内
組

織
拡
大
の
必
要
性
と
メ
リ
ッ
ト
、

オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
組
織
に
お

け
る
組
織
拡
大
の
手
法
に
つ
い

て
講
演
と
質
疑
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
ヒ
ル
ト
ン
ユ

ニ
オ
ン
で
は
、
労
使
協
議
の
な

か
で
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

の
意
義
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
企
業
の
理

解
も
得
た
う
え
で
、
11
月
か
ら

精
力
的
に
組
織
拡
大
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
連
合
は

加
盟
組
合
の
企
業
内
組
織
拡
大

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
支
援
を

お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
学
習
会

等
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
組
織
支

援
局
メ
ン
バ
ー
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
定
期
昇
給
分
と
あ
わ
せ
て

６
％
の
賃
金
改
善
を
基
本
要
求

基
準
と
し
、
多
く
の
組
合
が
積

極
的
に
闘
争
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
86
組
合
が
実
質
的

な
賃
上
げ
を
要
求
、
67
組
合
が

定
期
昇
給
と
併
せ
て
６
％
水
準

を
要
求
。
地
域
の
加
盟
組
合
に

お
い
て
も
、
格
差
是
正
を
強
く

意
識
し
、
賃
上
げ
に
取
り
組
む

動
き
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
結
成
以

来
、
過
去
最
高
の
賃
金
改
善
水

準
を
実
現
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
中
期

的
な
賃
金
目
標
「
35
歳
年
収

５
５
０
万
円
」
に
む
け
て
、
年

間
４
・
０
ヵ
月
分
の
支
給
を
意
識

し
た
要
求
が
進
め
ら
れ
、
79
組

合
が
要
求
（
年
間
協
定
支
給
確

認
含
む
）。
ま
た
、
非
正
規
労
働

者
へ
の
一
時
金
要
求
も
47
組
合

が
掲
げ
ま
し
た
。

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

の
振
り
返
り

さ
ら
に
、
労
働
環
境
改
善
に

む
け
た
同
時
要
求
と
し
て
①
総

実
労
働
時
間
の
短
縮
、
②
両
立

支
援
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
③

60
歳
以
降
の
雇
用
と
処
遇
改
善

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、
⑤
従

業
員
の
健
康
管
理
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
促
進
、
子
の
看
護
休
暇
・
介

護
休
暇
の
有
給
化
や
育
児
短
時

間
勤
務
制
度
の
拡
充
、
カ
ス
ハ

ラ
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
合

意
に
至
っ
た
加
盟
組
合
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
労
働
組
合
の
有
無
に
よ
っ

て
賃
金
改
定
率
に
約
１
ポ
イ
ン

ト
の
差
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

春
季
生
活
闘
争
を
つ
う
じ
労
働

組
合
の
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
機
会
と
組
織
拡
大
に
も
繋

げ
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
お
よ
び
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
で
は
、
２
年
連

続
で
５
％
台
の
賃
上
げ
を
実
現

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
価
上

昇
に
賃
金
の
伸
び
が
追
い
つ
か

ず
、
生
活
の
改
善
を
実
感
す
る

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
背
景

に
は
、
過
去
１
年
間
で
消
費
者

物
価
指
数
が
約
３
％
上
昇
し
て

お
り
、
日
本
銀
行
の
「
経
済
・

物
価
の
展
望
レ

ポ
ー
ト
」
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
６
年

度
ま
で
消
費
者
物

価
は
前
年
比
で

２
％
程
度
の
上
昇

が
続
く
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

を
取
り
巻
く
環
境

こ
れ
ま
で
の
物
価
上
昇
を
補
う

だ
け
で
な
く
、
今
後
の
物
価
見

通
し
を
踏
ま
え
た
交
渉
が
不
可

欠
で
す
。
実
質
賃
金
は
依
然
と

し
て
下
落
傾
向
に
あ
り
、
引
き

続
き
賃
上
げ
の
流
れ
を
継
続
し
、

「
実
質
所
得
１
％
上
昇
」
の
軌
道

に
確
実
に
乗
せ
て
い
く
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
10
月
の
地
域
別

最
低
賃
金
改
定
で
は
、
格
差
是

正
が
意
識
さ
れ
、
改
定
率
は
過

去
最
高
の
６
・
26
％
に
達
し
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
最
低
賃

金
が
初
め
て
１
，０
０
０
円
台
に

到
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域

間
格
差
の
是
正
に
む
け
た
重
要

な
前
進
で
す
が
、「
非
製
造
業
」

で
は
バ
ブ
ル
期
以
来
の
人
手
不

足
感
が
続
い
て
お
り
、「
宿
泊
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
も
深
刻

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
一
定
の

底
上
げ
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

や
労
働
条
件
全
体
の
改
善
が
不

可
欠
で
す
。

１
９
９
７
年
以
降
、
日
本
は

「
失
わ
れ
た
20
年
」
と
言
わ
れ
る

長
期
停
滞
を
経
験
し
、
物
価
も

ほ
ぼ
横
ば
い
で
、定
期
昇
給
（
約

２
％
）が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、

生
活
に
大
き
な
不
安
は
感
じ
に

く
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
３
年
以
降
は
消
費
者
物

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

方
針
策
定
に
む
け
て

価
指
数
が
急
上
昇
し
、
今
後
も

２
～
３
％
の
物
価
上
昇
が
続
く

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
下
で
賃
上
げ
を
継
続
し
な

け
れ
ば
、
生
活
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
り
ま
す
。
生
産
性
が
向

上
し
て
も
労
働
分
配
率
が
改
善

さ
れ
な
け
れ
ば
、
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
し
ま

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
は
「
人
財
が
宝
」
で
あ
り
、

企
業
収
益
の
源
泉
は
働
く
人
々

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
あ
り

ま
す
。
企
業
と
労
働
者
が
収
益

と
分
配
の
好
循
環
に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
、
春
季
生
活
闘
争

を
そ
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
春
闘
は
賃
金
だ
け
で

な
く
、
労
働
条
件
の
改
善
や
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
も
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。
最
近
で
は「
収

入
を
得
る
た
め
」
に
加
え
、「
私

生
活
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
仕

事
」
を
求
め
る
声
も
増
え
て
お

り
、
労
働
環
境
の
整
備
は
一
層

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
に
む

け
て
各
加
盟
組
合
が
職
場
の
状

況
に
応
じ
て
、
総
合
労
働
条
件

闘
争
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
た
め
の
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
情
報
共
有
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
運
動
を
力

強
く
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

︽
藤
本
委
員
長
よ
り
︾

私
た
ち
ヒ
ル
ト
ン 

ホ
テ
ル
ズ 

ジ
ャ
パ
ン　

ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ

オ
ン
（
通
称
ヒ
ル
ト
ン
ユ
ニ
オ

ン
）は
、国
内
5
つ
の
ホ
テ
ル（
東

京
・
東
京
ベ
イ
・
名
古
屋
・
大

阪
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
東
京
）
の
組

合
員
が
ひ
と
つ
と
な
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ

プ
制
で
す
の
で
組
合
に
入
ら
な

い
自
由
は
あ
り
ま
す
が
、
新
卒

者
に
対
し
て
は
説
明
会
を
お
こ

な
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
う
じ
て
オ
ル
グ
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
組

合
の
存
在
意
義
や
必
要
性
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、

加
入
率
は
低
下
の
一
途
を
辿
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
々
に
ホ

テ
ル
が
開
業
し
、
組
合
員
が
立

ち
上
げ
の
為
に
ホ
テ
ル
を
移
籍

す
る
事
で
も
組
合
員
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
役
員
の
労
力
は
オ

ル
グ
に
大
き
く
割
か
れ
、
声
を

か
け
て
も
断
ら
れ
、
役
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が
る
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
に
よ
り
新
た

な
気
づ
き
も
あ
り
、
ま
ず
は
過

半
数
組
合
を
目
指
す
為
に
、
従

業
員
全
員
に
名
前
入
り
ボ
ー
ル

ペ
ン
と
共
に
ビ
ラ
ま
き
を
お
こ

な
い
ま
す
。
ま
ず
は
今
で
き
る

事
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
ま
す
。

そ
し
て
ひ
と
り
で
も
多
く
の
仲

間
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会
を
開
催

春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会
を
開
催

～
さ
ら
な
る
総
合
労
働
条
件
向
上
を
め
ざ
し
て
～

～
さ
ら
な
る
総
合
労
働
条
件
向
上
を
め
ざ
し
て
～

組織拡大学習会の様子

東日本ブロック

関西ブロック

九州ブロック

沖縄ブロック

アンケート結果

北海道ブロック

中国四国ブロック

中部ブロック



（2）2025 年 12月１日（第 89 号） サービス連合

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
２
０
２
５

秋
闘
期
間
に
お
い
て
、
第
３
回

中
央
執
行
委
員
会
に
て
確
認
し

た
総
実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け

た
２
０
２
５
年
度
取
り
組
み
強

化
期
間
に
基
づ
き
、
３
業
種
７

業
界
団
体
へ
総
実
労
働
時
間
短

縮
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

︿
申
し
入
れ
主
旨
﹀

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
魅
力

あ
る
産
業
の
発
展
に
む
け
て
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
充
実
が
図
れ
る
働
き
方
、
暮

ら
し
方
の
実
現
を
目
指
し
、
宿

泊
業
・
旅
行
業
・
国
際
航
空
貨

物
業
に
働
く
す
べ
て
の
従
業
員

に
適
用
す
る
年
間
総
実
労
働
時

間
１
８
０
０
時
間
の
目
標
を
掲

げ
て
「
時
短
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
取
り
組
み
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
業
界
団
体
に
産
業
全
体
の

地
位
向
上
と
人
財
確
保
の
た
め

に
も
、「
年
間
総
実
労
働
時
間
短

縮
の
推
進
」
に
理
解
を
頂
き
、

業
界
全
体
で
の
取
り
組
み
推
進

へ
の
支
援
な
ら
び
に
協
力
を
求

め
て
い
ま
す
。

（
業
界
団
体
要
請
日
）

10
月
16
日　

一
般
社
団
法
人　

全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟（
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
）

10
月
16
日　

一
般
社
団
法
人　

航
空
貨
物
運
送
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）

10
月
21
日　

一
般
社
団
法
人　

日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）

10
月
21
日　

一
般
社
団
法
人　

日
本
ホ
テ
ル
協
会

10
月
22
日　

一
般
社
団
法
人　

日
本
旅
館
協
会

10
月
24
日　

一
般
社
団
法
人　

全
国
旅
行
業
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）

11
月
６
日　

全
国
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全

旅
連
）

【サービス連合の具体的取り組み（要旨）】
１.『全国労働衛生週間』（10月１日～７日）

厚生労働省 2025 年度の全国労働衛生週間のスローガ
ン「ワーク ･ ライフ ･ バランスに意識を向けて　ストレ
スチェックで健康職場」に合わせて、労働衛生に関する
組合員の意識を高めるとともに、職場での自主的な活動
を促して労働者の健康を確保することを目的に啓発活動
に取り組む。

２.『年次有給休暇取得促進期間』（10月）
厚生労働省の「年次有給休暇取得促進期間」に合わせ

て。仕事と生活の調和の実現のため、年次有給休暇をさ
らに 1 日でも多く取得することで、働き方・休み方を変
える第一歩となるよう、職場での意識改革および年次有
給休暇の取得率向上に取り組む。

３.『労働時間適正化月間』（11月）
厚生労働省が定める「過労死等防止啓発月間」に合わ

せて。過労死防止の観点から労働時間適正化月間として、
時間外労働、休日労働の削減にむけて啓発活動をおこな
い、業務効率化の促進、時間外労働発生要因の見極め、
時間外労働の削減にむけて取り組む。

４.『36協定総点検期間』（２月～３月）
日本労働組合総連合会（連合）は、3 月 6 日を 36（サ

ブロク）の日とし、サービス連合では、長時間労働を是
正して、職場で『より良い働き方』を実現していくために、
2 月から 3 月の 2 ヵ月間を 36 協定の重要性について労使
で確認する期間として取り組む。

５.『仕事における安全と健康のためのノー残業デー』
　（４月～５月）

国際労働機関（ILO）の 4 月 28 日を労働安全衛生世界
デーに合わせて、サービス連合では、日程を限定するこ
となく４月から 5 月の 2 ヵ月間のうちの 1 日を「仕事に
おける安全と健康のためのノー残業デー」として追加設
定し、働き過ぎを防止して健康を守ることを意識するた
めの日として取り組む。

２
０
２
５
秋
闘
闘
争
委
員
会

３
業
種（
宿
泊・旅
行・フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
）７
業
界
団
体
へ

総
実
労
働
時
間
短
縮
に
つ
い
て
申
し
入
れ

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
11
月

19
日
（
水
）
に
２
０
２
５
秋
闘

第
3
回
闘
争
委
員
会
を
開
催
し
、

闘
争
委
員
会
構
成
組
合
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
連
合
全
体
の
加
盟
組

合
の
闘
争
状
況
を
確
認
し
、
交

渉
支
援
等
に
つ
い
て
共
有
し
ま

し
た
。

11
月
４
日
（
火
）
よ
り
定
時

通
信
に
て
、
加
盟
組
合
の
要
求
・

回
答
・
合
意
状
況
を
都
度
、
発

信
し
連
携
を
強
化
し
て
全
体
で

︿
11
月
4
日
（
火
）
よ
り
12
月
16
日
（
火
）
ま
で
平
日
は
毎
日
定
時
通
信
を
配
信
﹀

～
加
盟
組
合
は
、
要
求
・
回
答
・
合
意
な
ど
交
渉
状
況
に
進
捗
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
サ
ー
ビ
ス

連
合
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
～

要
求
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
お
よ
び
第
２
回
の
闘

争
委
員
会
で
の
確
認
に
基
づ
き
、

組
織
支
援
局
を
中
心
に
訪
問
や

相
談
を
つ
う
じ
て
加
盟
組
合
へ

秋
闘
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
闘
争
委
員
会
構
成
組
合
へ

は
全
体
を
牽
引
し
て
も
ら
う
べ

く
、
激
励
訪
問
を
お
こ
な
い
連

携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
闘
要
求
の
多
く
は
、
２
０
２
５

【
２
０
２
５
秋
闘
闘
争
委
員
会
構
成
組
織
へ
の
激
励
訪
問
】

11
月
11
日（
火
）　

リ
ー
ガ
労
働
組
合
連
合
会

11
月
13
日（
木
）　

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
労
働
組
合

11
月
17
日（
月
）　

京
王
観
光
労
働
組
合

11
月
18
日（
火
）　�

阪
急
阪
神
交
通
社
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

11
月
28
日（
金
）　

近
鉄
・
都
ホ
テ
ル
ズ
労
働
組
合

︿
今
後
の
予
定
﹀

12
月
12
日（
金
）　

第
4
回
闘
争
委
員
会

12
月
16
日（
火
）　

２
０
２
５
秋
闘
の
合
意
状
況
に
つ
い
て
最
終
数
値
反
映

２
０
２
６
年
1
月
15
日（
木
）　�

第
25
回
中
央
委
員
会 

２
０
２
５
秋
闘
の

ま
と
め
（
案
）
に
つ
い
て
提
案
・
確
認

※
加
盟
組
合
へ
の
お
願
い

２
０
２
５
秋
闘
で
合
意
に
至
っ
た
加
盟
組
合
は
、
12
月
16
日（
火
）ま
で
に

組
織
支
援
局
ま
で
ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

年
度
冬
期
一
時
金
の
水
準
確
定

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
一
部

の
加
盟
組
合
で
は
労
働
協
約
の

改
定
交
渉
や
２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
に
む
け
て
、
賃
金
改
善

や
一
時
金
の
予
算
化
交
渉
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

11
月
末
ま
で
の
冬
期
一
時
金

支
給
や
労
働
協
約
改
定
な
ど
の

合
意
に
む
け
て
、
加
盟
組
合
は

交
渉
の
大
詰
め
を
迎
え
ま
し
た
。

引
き
続
き
闘
争
体
制
を
強
化
し

て
加
盟
組
合
と
サ
ー
ビ
ス
連
合

が
一
体
と
な
っ
て
２
０
２
５
秋

闘
の
要
求
実
現
に
む
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
執
学
習
会「
産
業
に
お
け
る

中
執
学
習
会「
産
業
に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」に
つ
い
て
開
催

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」に
つ
い
て
開
催

10
月
15
日
、
第
３
回
中
央
執

行
委
員
会
に
お
い
て
東
京
共
同

法
律
事
務
所
の
只
野
靖
弁
護
士

を
お
招
き
し
、「
産
業
に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

只
野
弁
護
士
よ
り
今
ま
で
の

判
例
を
共
有
い
た
だ
き
な
が
ら
、

な
ぜ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

が
発
生
す
る
の
か
と
い
う
根
本

の
原
因
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
を
含
め
た

対
策
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東京共同法律事務所　只野弁護士講演

一般社団法人 全日本ホテル連盟（ANHA）

一般社団法人 日本旅行業協会（JATA）

一般社団法人 日本旅館協会

一般社団法人 航空貨物運送協会（JAFA）

一般社団法人 日本ホテル協会

一般社団法人 全国旅行業協会（ANTA）

今
後
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
遵
守
す
る
対
象
は
拡
大
し
て

い
く
も
の
と
み
ら
れ
、
違
反
し

て
し
ま
う
こ
と
で
行
政
処
分
や

最
悪
の
場
合
、
企
業
が
倒
産
に

ま
で
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
意
識
し
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
を

事
前
に
防
止
す
る
た
め
に
も
研

修
な
ど
は
必
要
で
す
が
、
企
業

と
意
思
疎
通
・
連
携
が
密
に
と

れ
る
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境

の
醸
成
が
必
要
で
あ
る
と
、
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
中
央
執
行

委
員
会
で
の
学
習
会
な
ど
を
つ

う
じ
て
役
員
の
意
識
向
上
を
図

り
な
が
ら
加
盟
組
合
へ
の
支
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

東武トップツアーズ労働組合への激励訪問の様子
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２
０
２
５
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
中
央
集
会
開
催

～
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
力
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
！
～

連
合 

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会 

開
催

～
賃
上
げ
ノ
ル
ム
の
確
立
を
め
ざ
し
て
～

10
月
24
日
に
連
合
主
催
の

「
２
０
２
５
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
中
央
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
力
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
実
現
し
よ
う
！
～
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
か
ら
考
え
る
未
来

～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
会
場

約
７
１
０
名
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信　

最

大
視
聴
者
数
約
９
７
０
名
）
併

用
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
冒
頭
、
主
催
者
代
表

挨
拶
と
し
て
連
合　

芳
野
会
長

よ
り
「
２
０
２
５
年
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
推
進
に
と
っ
て
大
き

な
節
目
の
年
で
あ
り
、
組
織
拡

大
の
観
点
か
ら
も
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
を
い
か
に
育
て
て
い

く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
実
現
に
む

け
て
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
未
来
へ
と
バ

ト
ン
を
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
熱
い
思
い
の

こ
も
っ
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

【
基
調
提
起
：
連
合
　
畠
山
総
合

政
策
推
進
局
長
】

︽
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
力
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
し
よ

う
！
︾

こ
れ
ま
で
の
男
女
間
賃
金
格

差
の
構
造
や
多
様
な
働
き
方
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
解
説
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組

み
に
お
け
る
方
向
性
な
ど
を
提

起
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
男
女
賃
金
格
差
に

お
い
て
は
、
長
時
間
労
働
を
前

提
と
し
た
働
き
方
や
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
、
固
定
的
役
割
分
担

意
識
に
よ
っ
て
生
活
と
仕
事
の

両
立
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
仕

事
の
配
置
、
任
さ
れ
る
業
務
な

ど
に
男
女
の
差
が
生
じ
て
女
性

の
幹
部
登
用
へ
の
遅
れ
に
も
な

る
こ
と
な
ど
が
、
男
女
間
賃
金

格
差
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

畠
山
総
合
局
長
は
「
労
働
組

合
と
し
て
男
女
が
平
等
に
参
画

し
た
体
制
の
も
と
、
法
改
正
を

含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
職
場
の
み
な
ら

ず
、社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
に
つ
な
が
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

【
基
調
講
演
：
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
　
浅
倉
　
む
つ
子
氏
】

︽
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
か
ら
考

え
る
未
来
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
視
点
を
広
げ
よ
う
～
︾

法
律
専
門
家
と
し
て
の
視
点

で
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や

女
性
差
別
撤
廃
条
約
か
ら
見
え

る
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

ま
ず
は
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
制
定
を
め
ぐ
る
攻
防
を
振
り

返
り
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
？
と

い
う
本
質
に
触
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
も
と
に
女
性
差
別

撤
廃
条
約
に
お
け
る
選
択
議
定

書
の
未
批
准
が
一
番
の
課
題
で

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

浅
倉
氏
、連
合　

岡
本
顧
問
、

連
合
東
京　

前
男
女
平
等
局
・

連
帯
活
動
局
・
局
長
の
真
島
氏

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
よ

り
石
川
事
務
局
長（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
局
長
）
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
男
女
平
等
参
画
に

お
け
る
取
り
組
み
を
報
告
し
ま

し
た
。
他
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
取
り
組

み
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
相

互
に
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

石
川
事
務
局
長
か
ら
は
サ
ー

ビ
ス
連
合
と
し
て
の
今
後
に
む

け
た
課
題
と
し
て
、
執
行
機
関

に
お
け
る
女
性
参
画
率
の
向
上

や
男
女
間
の
賃

金
格
差
、
業
種

特
有
の
働
き
方

改
革
、
女
性
役

員
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
の

必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
、

「
今
後
も
サ
ー

ビ
ス
連
合
に
お

け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
多

様
性
推
進
計
画

の
も
と
着
実
に

進
め
て
い
け
る

よ
う
、
組
織

ト
ッ
プ
を
中
心

に
産
別
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
取
り
組
み
に
あ
た
っ

て
は
、推
進
計
画
に
も
と
づ
き
、

実
行
す
る
強
い
意
志
（
気
合
）

と
や
り
抜
く
強
い
意
志（
根
性
）

が
必
要
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
局
長
と
し
て
の
想
い
を
述

べ
ま
し
た
。

後
半
に
は
、
会
場
参
加
者
か

ら
の
質
問
な
ど
も
飛
び
交
い
活

発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
合
宮
城
女
性
委

員
会　

佐
藤
事
務
局
長
よ
り
集

会
ア
ピ
ー
ル
採
択
が
読
み
上
げ

ら
れ
会
場
の
参
加
者
の
盛
大
な

拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
閉
会
挨
拶
で
は
、サ
ー

ビ
ス
連
合　

櫻
田
会
長
（
連
合

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推

進
委
員
会
委
員
長
）
よ
り
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は
道
半
ば

で
は
あ
る
が
、
着
実
に
前
進
し

て
き
て
い
る
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
職
場
、労
働
組
合
、地
域
、

10
月
31
日
、連
合
の
「
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集

会
」
が
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
基
本

構
想
に
つ
い
て
提
起
が
さ
れ
る

と
と
も
に
全
体
討
論
が
お
こ
な

わ
れ
、
各
構
成
組
織
か
ら
意
見

や
質
問
な
ど
積
極
的
な
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
集
会
の
前

段
で
は
、「
脱
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

下
で
の
賃
金
と
物
価
」
お
よ
び

「
日
本
経
済
の
現
状
と
見
通
し
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

連
合
の
基
本
構
想
の
中
で
は
、

「
直
近
３
年
間
で
賃
上
げ
の
動
き

は
加
速
し
、
２
年
連
続
で
５
％

台
の
賃
上
げ
が
実
現
し
た
も
の

の
、
生
活
が
向
上
し
た
と
実
感

し
て
い
る
人
は
少
数
に
と
ど
ま

り
、
個
人
消
費
は
依
然
と
し
て

低
迷
し
て
い
る
。
日
本
の
実
質

賃
金
を
１
％
上
昇
軌
道
に
乗
せ
、

こ
れ
か
ら
の
“
賃
上
げ
ノ
ル
ム

（
社
会
的
な
習
慣
）”
と
し
て
い

く
こ
と
が
、
国
民
経
済
の
安
定

と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る

カ
ギ
と
な
る
。そ
の
た
め
に
は
、

賃
上
げ
の
す
そ

野
を
中
小
企
業

や
労
働
組
合
の

な
い
企
業
な
ど

に
広
げ
、
格
差

是
正
を
進
め
る

こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
」
と
の

提
起
が
あ
り
ま

し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
か
ら
は
、
宇

髙
会
長
代
理
よ
り
「
連
合
と
構

成
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
の
取

り
組
み
の
成
果
に
よ
り
、
賃
上

げ
の
ノ
ル
ム
が
定
着
し
始
め
て

お
り
、
持
続
的
な
賃
上
げ
に
む

け
て
、
同
時
に
価
格
転
嫁
の
ノ

ル
ム
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
発

言
を
お
こ
な
う
と
と
も
に「
サ
ー

ビ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
は
、

『
人
』
を
介
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
対
価
を
得
て
お

り
、
産
業
の
培
っ
て
き
た
良
さ

や
精
神
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

提
供
す
る
価
値
に
見
合
う
対
価

を
設
定
し
、
一
層
の
生
産
性
向

上
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
」
と

の
発
言
を
お
こ
な
い
、
最
後
に

す
べ
て
の
産
業
に
お
い
て
価
格

転
嫁
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
連

合
に
対
し
て
引
き
続
き
、
強
力

な
発
信
と
旗
振
り
を
要
請
し
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
連
合
の
仁

平
総
合
局
長
か
ら
は「
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
で
は
２
年
連
続

５
％
台
の
賃
上
げ
が
実
現
し
た

も
の
の
、
生
活
が
向
上
し
た
と

実
感
し
て
い
る
人
は
少
数
に
と

ど
ま
り
、
個
人
消
費
は
低
迷
し

て
い
る
。
多
く
の
人
が
生
活
向

上
を
実
感
し
、
将
来
へ
の
希
望

と
安
心
感
を
持
て
て
こ
そ
、
賃

金
、
経
済
、
物
価
を
安
定
し
た

巡
航
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
物
価

を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で
の

賃
上
げ
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
、

賃
上
げ
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」「
持
続
的
な
賃

上
げ
と
格
差
是
正
が
実
現
で
き

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
、
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適
正

取
引
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
の
厚
生
労
働
大
臣

に
対
す
る
指
示
書
に
「
心
身
の

健
康
維
持
と
従
業
員
の
選
択
を

前
提
に
し
た
労
働
時
間
規
制
の

緩
和
の
検
討
」
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
現
行
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
は
過
労

死
認
定
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
こ
れ

を
緩
和
す
る
こ
と
は
「
働
き
方

改
革
」の
逆
行
に
ほ
か
な
ら
ず
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
を
つ

う
じ
て
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

は
か
り
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
旨
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
、
物
価
上

昇
に
よ
り
実
質
賃
金
が
上
が
っ

て
い
な
い
現
状
や
産
業
で
働
く

も
の
の
現
場
実
態
を
ふ
ま
え
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
の
方

針
策
定
に
む
け
、
議
論
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

社
会
の
中
で
、
粘
り
強
く
そ
の

歩
み
を
進
め
て
い
け
ば
、
必
ず

到
達
で
き
る
ゴ
ー
ル
だ
と
考
え

て
い
る
」
と
改
め
て
果
敢
に
取

り
組
み
続
け
る
こ
と
を
参
加
者

と
誓
い
合
い
、
締
め
く
く
り
と

な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
も
連
合
を
構

成
す
る
組
織
と
し
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
多
様
性
・
包
摂
性

の
社
会
実
現
に
む
け
て
、
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
「
気
合
と

根
性
」
で
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

宇髙会長代理　発言の様子

櫻田会長（連合ジェンダー平等・多様性推進委員会
委員長）による委員会報告

連合 芳野会長による主催者代表挨拶

畠山総合局長による基調提起

浅倉氏による基調講演

閉会挨拶をおこなう櫻田会長 パネルディスカッションに登壇した石川事務局長（右）
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郵
船
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社
は
日

本
郵
船
グ
ル
ー
プ
の
旅
行
会
社
で

１
９
９
４
年
に
郵
船
航
空
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
の
旅
行
部
門
を
分
社
独
立

し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
従
業
員

で
構
成
さ
れ
る
労
働
組
合
も
設
立
当

初
に
発
足
し
、
現
在
約
１
２
０
名
で

活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

郵
船
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社
の
業
務

内
容
は
大
き
く
分
け
て
一
般
旅
行
部

と
法
人
営
業
部
の
２
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
か
ら
組

合
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
で
、
異
な

る
業
務
に
携
わ
る
社
員
同
士
が
意
見

を
交
わ
し
、
会
社
全
体
と
し
て
よ
り

良
い
職
場
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
、

日
々
活
発
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

毎
年
６
月
に
は
、
各
支
部
に
分
か

れ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
普
段
あ
ま
り

接
点
の
な
い
社
員
同
士
が
交
流
を
深

め
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
社
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
前
期
１
年
間
の
運
動
の

ま
と
め
と
今
期
１
年
間
の
運
動
方
針

を
確
認
す
る
た
め
に
定
期
全
国
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
社
員
の
年
齢
層
に
も
大
き
な

変
化
が
あ
り
、
組
合
役
員
も
若
年
化

が
進
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
の

中
で
も
、
若
い
世
代
な
ら
で
は
の
視

点
を
活
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
観
光

業
界
に
お
い
て
も
魅
力
あ
る
会
社
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
後

も
積
極
的
に
活
動
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

当
ホ
テ
ル
は
昭
和
９
年
10
月
、
風

光
明
媚
な
水
辺
の
景
勝
地
と
し
て
知

ら
れ
る
大
津
に
、
国
策
と
し
て
海
外

要
人
を
招
く
た
め
、
全
国
の
主
要
な

観
光
地
に
建
造
さ
れ
た
国
際
観
光
ホ

テ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
業
し
ま
し

た
。
当
時
の
宿
泊
料
金
は
シ
ン
グ
ル

５
～
15
円
、
ダ
ブ
ル
８
～
22
円
、
食

事
料
金
は
朝
食
が
１
円
、
昼
食
２
円
、

夕
食
２
円
50
銭
と
い
う
設
定
で
し
た
。

戦
後
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
遷
の
中
、

滋
賀
県
の
迎
賓
館
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

琵
琶
湖
を
の
ぞ
む
美
し
い
自
然
と

豊
か
な
文
化
遺
産
の
恩
恵
を
受
け
る

当
ホ
テ
ル
は
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、

皇
太
子
、
同
妃
両
殿
下
を
は
じ
め
と

し
て
、
昭
和
56
年
に
は
タ
イ
国
王
妃
、

王
女
ご
一
行
が
宿
泊
さ
れ
る
な
ど
、

国
内
は
も
と
よ
り
外
国
か
ら
も
多
く

の
賓
客
を
お
迎
え
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、
ジ
ョ
ン
・

ウ
ェ
イ
ン
、
川
端
康
成
な
ど
の
著
名

人
も
数
多
く
訪
れ
ま
し
た
。

浜
大
津
再
開
発
事
業
を
契
機
に
平

成
10
年
10
月
１
日
、
浜
大
津
に
新
築

移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
平
成
12

年
（
２
０
０
０
年
）、「
Ｇ
８
環
境
大

臣
会
合
」
の
会
場
に
選
ば
れ
、
各
国

の
環
境
担
当
大
臣
が
一
堂
に
会
し
、

議
論
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
に
は
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
が
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
先
日
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
も
出
席
さ
れ
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で

ご
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
30
名
ほ
ど
の
組
合
員
数
で

す
が
、
組
合
員
数
を
増
や
す
為
に
毎

年
夏
に
琵
琶
湖
畔
に
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
開

催
し
組
合
員
以
外
の
参
加
を
募
り
オ

ル
グ
活
動
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
と
連
携
し
な
が
ら

今
後
も
組
合
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
ー
・
が
ん
ば
ろ
ー
・
が

ん
ば
ろ
ー
ー

琵
琶
湖
ホ
テ
ル
労
働
組
合

郵
船
ト
ラ
ベ
ル
労
働
組
合

加 盟 組 合 紹 介

編

後
集

記

本
格
的
な
冬
が
到
来
し
全
国

各
地
で
冷
え
込
み
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に
気
象

庁
が
発
表
し
た
三
か
月
予
報
で

12
月
の
気
温
は
平
年
並
み
か
低

い
地
域
が
多
く
、
日
本
海
側
を

中
心
に
大
雪
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で

鹿
児
島
県
で
は
10
月
の
真
夏
日

日
数
が
過
去
最
高
と
な
る
な
ど
、

年
を
追
う
ご
と
に
秋
が
短
く

な
っ
て
い
る
の
を
実
感
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
る
「
短
い
秋
」
で
す
が
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
様
々
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
観
光
に
お
い
て

は
紅
葉
の
ピ
ー
ク
時
期
が
ず
れ

る
こ
と
や
短
期
間
で
終
わ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
地
域
の
経
済
に

も
影
響
が
で
ま
す
。
温
暖
化
は

物
流
に
お
い
て
も
自
然
災
害
が

頻
発
し
甚
大
な
影
響
を
受
け
ま

す
。
温
暖
化
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

頻
発
や
雨
量
の
増
加
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
天
気

予
報
が
晴
れ
で
し
た
の
で
傘
を

持
た
ず
に
外
出
し
た
の
で
す
が
、

見
事
に
季
節
外
れ
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
、「
水

も
し
た
た
る
い
い
男
」
な
ら
ぬ

「
水
が
し
た
た
る
、
ず
ぶ
濡
れ
の

中
年
男
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
連
合

で
は
12
月
の
取
り
ま
と
め
に
む

け
て
、
政
策
委
員
会
で
「
サ
ー

ビ
ス
連
合
の
政
策
」
の
答
申
案

策
定
に
む
け
た
議
論
を
行
っ
て

お
り
、産
業
政
策
（
物
流
政
策
）

の
中
で
は
脱
炭
素
化
の
推
進
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
雨
に
濡
れ
な

が
ら
、今
後
も
脱
炭
素
化
を
し
っ

か
り
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

本
年
も
加
盟
組
合
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
良
い
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
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定期全国大会の様子BBQの様子

　サービス連合では、社会貢献活動のひとつとして、ユネ
スコの「書き損じハガキキャンペーン」に協力する取り組
みをおこなっています。住所の書き間違いなどで使わなく
なったハガキを回収し、ユネスコへ届けることで、国際平
和と人類共通の福祉の実現を目指す国内外での草の根
活動を支援します。
　例えば、85円の書き損じハガキは79円の寄付になり、
17枚でカンボジアでは１人がひと月学校に通えます。
この活動の意義を理解浸透させ、さらなる
展開を図るため、2026年１月15日の第
25回中央委員会開催に際し、つぎの取り
組みをおこないます。
　
＜中央委員会における取り組み＞
１．休憩時及び終了後、会場入口付近にブースを設け、ポ
スターを掲出し、「書き損じハガキ」の回収をおこなう。
２．中央委員会へ出席しない加盟組合については、各加
盟組合で取りまとめのうえ、サービス連合本部への送付を
要請する。
　
＜年間をつうじた取り組み＞
年賀状の季節以外にも書き損じハガキは発生することか
ら、サービス連合本部では随時回収をおこない、適宜日
本ユネスコ協会連盟へ送付します。
※［参考］2024年度は、年間で875枚を回収（73人が
１ヶ月学校に通うことができる）

加盟組合の皆さまの積極的なご協力をよろしくお願いします。

社会貢献活動社会貢献活動
「書き損じハガキキャンペーン」「書き損じハガキキャンペーン」

への取り組みへの取り組み

「連合・愛のカンパ」への「連合・愛のカンパ」への
協力要請について協力要請について

サービス連合では今までFacebook（外部
向け）とLINE（加盟組合の役員向け）にて
情報発信をおこなってきましたが、さらに情報
発信の波及効果を高めるため、今回新たな外
部向けの媒体として【Instagram】と【X（旧
Twitter）】の運用を開始しました。
今後もサービス連合の活動や加盟組合の情
報など、わかりやすく発信していきますので、加
盟組合の皆さんぜひフォローしてご覧ください！

新たな公式SNS始めました！新たな公式SNS始めました！

「連合・愛のカンパ」は人道主義の立場から「自由、
平等、公正で平和な世界の実現」に向けた社会貢
献活動として、NGOや NPO団体の事業・プログ
ラムへの支援、および自然災害等による被災者に
対する救援・支援を目的に、連合結成当時から継
続して実施されています。
この取り組みは、サービス連合が基本理念で掲
げている「労働者・市民と幅広く連帯し、自由、
平等で公正な福祉社会、環境にやさしい社会の実
現」や「世界の恒久平和の実現」の考えと合致す
るものです。
今期もサービス連合では、「連合・愛のカンパ」
の趣旨に賛同し、運動方針における「社会貢献活動」
のひとつとして、加盟組合に対し広く協力を呼び
かけています。

取り組み期間：2025 年 10月から 2026 年６月

カンパ金の振込先：
【金融機関】中央労働金庫　本店　
【口座番号】普通預金　１２７８７１０
【口座名義】サービス連合　特別カンパ
※各加盟組合・各組織で集約のうえ、振込ください。
※本部事務所でも受付をおこないます。

締切日：第一次集約　2026 年１月 23 日（金）
　　　　最 終 集 約　2026 年６月 19 日（金）


